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栃木県大田原では、だんだん日差しも強くなり、現在、懸命に「田の草」と戦っています。 

さて、皆様は、どのようにお過ごしでしょうか？ 

今年は、育苗方法より、こだわりました。温湯消毒を行い、更に、種まきから田植えまで、約60日も費やし、

育苗の段階より農薬を使用せず、苗を育てました。 

今月号は、温湯消毒、苗箱ひろげ、及び、田植えの状況を掲示します。 

種籾の温湯消毒 

約60℃×10分 

苗ひろげ 

これから、田植えまで苗の

おともりが始まります。 

田植えの状況 

不耕起の田植え機を使用

して行いました。 

苗箱を広げるときの苗箱の状態です。

少し、芽がでてきています。 

（有）グリーンファーム水口 

田の草取りツアーが

開催されました。 


